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災害医療の実践として大切なキーワードとして「CSCATTT」というものがあり

ます。多数傷病者が発生する事故の際に医療従事するものが対応するための戦

術的な実践方法を示した言葉です。この活動マニュアルはこのキーワードを基

本に作成しています。 

 

災害医療の７つのキーワード（東京都福祉保健局トリアージハンドブックより） 

組
織
体
制 

Ｃ Command&Control 指揮命令系統・統制 

Ｓ Safety 安全確保 

Ｃ Communication 優先情報の確認・収集、意思疎通、情報伝達 

Ａ Assessment 評価・判断 

医
療
支
援 

Ｔ Triage トリアージ 

Ｔ Treatment 治療 

Ｔ Transport 搬送 

 

「Ｃ」…災害発生時の急性期に迅速な医療活動を行うためには、組織化された

指揮命令系統の確立が混乱を防ぎ、組織間の相互協力体制を確立しま

す。 

「Ｓ」…安全に活動できないと判断される場合は、関係機関へ通報するととも

に、安全が確保されるまで現場から避難します。 

「Ｃ」…テレビ、ラジオ、スマホなどを使用し、現状の把握、医療関係者・警

察・消防・救援機関との意思疎通・情報伝達に努めます。 

「Ａ」…災害現場や現場救護所の状況、救護力や人的資源、医療資器材の備蓄

状況などを判断します。 

「Ｔ」…負傷者のトリアージを行い、応急処置の優先度（緊急度）や搬送順位

を決定します。 

「Ｔ」…トリアージで緊急度の高い傷病者から応急処理を行います。 

「Ｔ」…搬送先医療機関の状況や収容力等を考慮し、後方搬送・広域搬送を行

います。 
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医療救護活動の指揮命令系統図 
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医療救護所 

練馬区災害対策健康部 

練馬区医師会 

練馬区歯科医師会 

練馬区薬剤師会 

東京都柔道整復師会 

練馬支部 

東京都医師会 

東京都歯科医師会 

東京都薬剤師会 

東京都柔道整復師会 

避難拠点班長

(区職員） 
統括医 

(医療職リーダー) 

参集や物資等に

関する指示・報告 

医療救護に 

関する指示・報告 

医師 歯科医師 薬剤師 

柔道整復師 看護師 区要員等 

協力要請・報告 指示・報告 

報告・要請 

区災害医療コーディネーター 

医薬品統括責任者 

 

報告・協力要請 

 

東京都 

区西北部保健医療圏地域災害医療コーディネーター 
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第1章  医療救護所への参集 

 

１ 参集条件 

練馬区内で震度６弱以上の地震が発生した場合は、各師会要員は指定され

た医療救護所（区内 10か所の小・中学校）へ自動参集します。震度５強以

下の場合でも、災害対策健康部（練馬区）からの要請に基づき、各師会本部

を通じて参集指示があります。自身が勤務する診療所等には、行先を掲示す

るなどして参集します。 

 

［参集フロー図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 医療救護所 所在地 電話番号 無線番号 

１ 旭丘中学校 旭丘２－40－１ 3957-3133 ねりま 961 

２ 開進第三中学校 桜台３－28－１ 3993-4265 ねりま 967 

３ 貫井中学校 貫井２－14－13 3990-6412 ねりま 972 

４ 練馬東中学校 春日町２－14－22 3998-0231 ねりま 971 

５ 光が丘秋の陽小学校 光が丘２－１－１ 3976-6331 ねりま 978 

６ 石神井東中学校 高野台１－８－34 3996-2157 ねりま 980 

７ 谷原中学校 谷原４－10－５ 3995-8036 ねりま 985 

８ 大泉南小学校 東大泉６－28－１ 3922-1371 ねりま 659 

９ 大泉西中学校 西大泉３－19－27 3921-7101 ねりま 989 

10 石神井西中学校 関町南３－10－３ 3920-1034 ねりま 981 

   

 

区内震度 

６弱以上 

区内震度 

５強以下 

自動参集 
各師会から 

参集要請 

指定の医療救護所 

区役所 

各師会 

本部 

地震発生 → 被害状況の把握と情報収集 

要請 報告 
参集できない

場合は報告 要請 

応答 
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なお、参集にあたっては、自身の安全はもちろん、家族の安全確保に努め

てください。参集することが困難な場合には、各師会本部に連絡し、対応方

法について指示を仰いでください。 

避難拠点要員は、参集後、以下の名簿を作成します。 

① 避難拠点要員の参集簿（様式１） 

② 参集する四師会の要員の参集簿（様式２） 

 

  ２ 参集準備 

 参集にあたっては、活動しやすい服装で、最低限の食料などを持参します。

医療救護所の開設期間の目安は概ね 72時間で、要員の交代やローテーショ

ンも行う予定です。 

 

３ 責任者（統括医）の選定 

避難拠点要員の班長が医療救護所の運営の中心となりますが、医療救護活

動の責任者は、医療救護班の統括医が担います。統括医はトリアージ、応急

処置、災害時医療機関への転送など医療に関することの指示を行います。各

師会は、医療救護活動の指揮命令権者である統括医の指示がうまく伝わるよ

う各師会内でもそれぞれ責任者（リーダー）を決定します。 

なお、統括医の選定は、参集した医師の中から決め、一人勤務の場合は、

そのまま統括医となります。 

 

［統括医の役割］ 

   医療救護活動の指揮命令権者。主な役割は以下のとおり。 

  ○各師会のリーダーと医療救護所内での活動内容について確認・調整する。 

  ○各持ち場に人員を割り振る。 

   （第２章 「２ 医療救護所の開設準備」の例を参照） 

  ○各師会のリーダーに災害対策健康部からの情報を伝達する。 

〇医療救護班の初日の 24時間の交替勤務枠（8 時間/1 名当たり）を作る。 

また遅れて参集した医師を順次勤務枠に割付け、8 時間勤務後にはその内

容を次の統括医に業務引継ぎする。 

  〇他の各師会リーダーへも同様に交替シフトの作成を呼びかける。 

○医療救護班の参集状況や傷病者の来所状況によっては、自ら診療を行う。 

 

  ［避難拠点班長の役割］ 

   医療救護所を含む避難拠点全体の責任者。主な役割は以下のとおり。 

  ○発災時に学校を開錠する。 

  ○避難拠点および医療救護所要員の参集者を確認し、区要員等の人員の割

振りをする。 

  ○避難拠点および医療救護所を開設する。 
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  ○避難拠点および医療救護所の開設について、災害対策本部ならびに災害

対策健康部に報告する。 

  ○統括医と連携し、重症者の搬送等の調整を災害対策健康部と行う。 

  ○避難拠点および医療救護所の閉鎖について、災害対策本部ならびに災害

対策健康部と協議する。 

 

４ 医療救護所の運営従事者 

医療救護所において、医療救護活動等の従事者は次のとおりです。 

 

従事者 説明 

避難拠点要員（区職員） 近隣在住または近隣施設職員  

避難拠点要員（学校職員） 避難拠点となる学校職員    

医師会 近隣診療所等の医師     

歯科医師会 近隣歯科診療所の歯科医師   

薬剤師会 近隣薬局の薬剤師       

柔道整復師会 近隣接骨院の柔道整復師 

医療救護所医療従事スタッフ※ 区内および近隣に在住・在勤の(准)看護師 

避難拠点運営連絡会 避難拠点の運営連絡会の区民 

  避難拠点要員は、医療救護所の従事者名簿（様式１、様式２）をまとめ、

災害対策健康部に従事者の参集状況を報告します。 

   

※医療救護所医療従事スタッフ： 

震度６弱以上の地震が発生した際に、医療救護所で活動する（准）看護  

師のこと。本人確認や看護師資格の確認が済んでいる者には、下記の登録

者カードを発行しており、持参し、提示することで参集と同時に活動に入

れることになっています。 

 

医療スタッフカードイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オモテ＞ ＜ウラ＞ 
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第2章  医療救護所開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療救護所運営従事者が自動参集 

 

 

１ 施設の安全確認 

 

２ 医療救護所の開設準備 

 （医療救護所で使用する教室等例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 開設等の報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽症者処置場所 重中等症者処置場所 調剤・投薬所 

(保健室) (教室) (教室) 

学習机 
ベッド・机 

震度６弱以上の地震が発生！ 

長机 椅子 

簡易ベッド 

災害対策

健康部 
報告 

備蓄医薬品 

学習机 

避難拠点 

班長 

防災無線（ねりま 712） 
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１ 施設の安全確認 

 区内震度５弱以上の地震が発生すると、避難拠点要員（区職員・学校職員）

等（以下、「区要員等」という。）が指定された小中学校に参集します。夜間

等で学校が閉校している際には、学校関係者または班長が開錠し、施設の立

ち上げ準備を行います。その場合、区要員等はあらかじめ定められた医療救

護所として使用する体育館や教室棟等が使用できるかの安全確認をします。 

 

２ 医療救護所の開設準備 

 施設の安全確認が完了すると、区要員等は避難拠点および医療救護所の開

設のための準備を始めます。 

 医療救護所には、次のような場所を設置します。 

 

傷病者振分け場所 軽症者処置場所 トリアージポスト 

重・中等症者処置場所 調剤・投薬所 医療救護所本部（記録係） 

 

医療救護班班員は、レスキューカーや車椅子通行のスペースを確保するな

ど動線等にも配慮し、区要員等の設営に助言をします。薬剤師班は、備蓄医

薬品を医療救護所備蓄庫から取り出し、「調剤・投薬所」や「重中等症者処

置場所」に配備します。 

   

  ３ 開設等の報告 

   班長は、医療救護所が開設したことを防災無線により災害対策健康部へ

連絡するよう区要員に指示します。その際、あわせて参集人員数、傷病者

数なども連絡します。（様式３）（様式４） 

 

  ※災害対策健康部 無線番号「ねりま 712」 
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第3章  医療救護活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療救護所開設 

トリアージ 

軽症者処置 

傷病者の振分け 
外傷のない人工透析患者 

医薬品不足 

歩行可 歩行不可 

重・中等症者

応急処置 

搬送順位確定 調剤・投薬 

災害拠点病院 

災害拠点連携病院 

帰宅または 

避難拠点へ 

災害対策健康部

へ無線連絡 

透析医

療機関

の斡旋 

医薬品

の直接

納品 

災害対策健康部へ無線連絡 

受入調整・搬送手段の確保 

傷病者来所 
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 １ 傷病者来所 

   東京都の被害想定によると、多摩直下地震（Ｍ７クラス）が起こった場

合、練馬区内では、最大 5,389 名の負傷者が発生するとしています。およ

そ１割の重症者は、災害拠点病院や災害拠点連携医療機関で治療を行いま

すが、それ以外の患者は、医療救護所やそのほかの医療機関（災害医療支

援医療機関や地域の診療所）で対応しなければなりません。10の医療救護

所と 11の災害医療支援医療機関で対応すると仮定すると、医療救護所 1か

所当たり 230～250 名程の傷病者の来所が予想されます。 

区要員等は、来所した避難者をケガの有無により避難場所または医療救護

所へそれぞれ案内、誘導します。（→P22 資料編 災害時医療機関参照） 

 

  ２ 傷病者の振分け 

   来所した傷病者を、区要員等を中心に軽症者と重症者等に振り分けます。

振分けの基準は歩行の可否によります。歩行ができる軽症者については、

トリアージポストへ案内します。歩行できない重症者等については、医療

救護所に配備されている担架、防災会資器材庫に配備されているレスキュ

ーカー等、あるいは肩をかしながら、保健室などのトリアージポストに移

送します。 

 

※透析患者への対応 

   医療救護所で透析患者を受け入れた場合、かかりつけ透析医療機関や次

回の透析の予定等を聴取します。その後、災害対策健康部が透析医療機関

の受入状況を照会し、そこまでの通院手段について検討します。自力での

通院が不可能な場合は、まず、かかりつけ透析医療機関や平常時に利用し

ている搬送団体へ連絡してもらいます。通院手段が確保できない場合には、

災害対策健康部を通じて、通院手段を確保します。 
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 ３ トリアージ 

START 法トリアージを用い、軽症者においては、治療の優先順位付けや容

態変化患者の発見、重症者等においては、災害拠点病院等へ搬送する順位を

確定し、応急処置へと移ります。トリアージの担い手は、医師や看護師、歯

科医師をはじめとする医療職です。 

 

＜記入について＞ 

 トリアージは、傷病者の症状の程度により、重症者から災害時医療機関へ

搬送し治療を行うためのものです。２人１組となり、トリアージタッグに、

まずは次の事項を記入します。 

① 氏名  

傷病者に尋ねて記入 ② 年齢 

③ 性別 

④ トリアージ日時 

⑤ トリアージ実施者氏名 

 

次にトリアージを実施し、次の事項を記入します。 

⑥ トリアージ区分 

⑦ トリアージ実施者（医師、救急救命士、その他※） 

  ※その他の場合は、職種を併記すること。 

 

  可能であれば、症状・傷病名や裏面の特記事項も記入します。 

 

  そして、症状により次の色タッグを点線から切り離します。 

判断 タッグの色 

死亡 黒  

重症 赤  

中等症 黄  

軽症 緑  

  この判断は、START 法トリアージに基づき判断します。 

 

  トリアージタッグは原則として右手首につけます。この部分が負傷してい

る場合には、左手首、右足首、左足首、首の順でつける部位を変えます。決

して衣類や靴等にはつけないようにします。 

  最後に、表面の１枚目（災害現場用）シートを切り離し、切り離した色タ

ッグとともにトリアージタッグを管理する医療救護所本部（記録係）に渡し

ます。 
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START plus 法トリアージ

 

 

 

 

 

歩 行 保留群（Ⅲ） 

無呼吸群（０） 

自発呼吸 自発呼吸 気道確保 

呼吸回数 最優先治療群（Ⅰ） 

橈骨動脈触知 
(毛細血管再充満時間) 

簡単な指示 

介助で歩行可能 

待機的治療群（Ⅱ） 保留群（Ⅲ） 

可能 

不可能 

なし 

なし 

あり 
30 回/分以上 

 9 回/分以下 

あり 

10～29 回/分 

・触知不可 

・(2 秒を超える) 

・触知可能 

・(2 秒以内) 

応じない 

応じる 

傷病者の振分け（網掛け部分） 
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0

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

No. 氏 名 （Name） 年齢(Age) 性別(Sex)

住 所 （Address） 電 話 （Phone）

トリアージ実施月日・時刻

月 日 時 分
AM
PM

トリアージ実施者氏名

搬送機関名 収容医療機関名

トリアージ実施場所 トリアージ区分

トリアージ実施機関
医 師

救急救命士

そ の 他

症状・傷病名

特記事項

０ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

（災害現場用）

男（M）

女（F）

 

特記事項

脈拍 ／分　　総頸・橈骨・大腿（強い・弱い）　　　　

バ　イ　タ　ル　サ　イ　ン

意識 Ⅰ（１・２・３）　　　　Ⅱ（10・20・30）　　　　Ⅲ（100・200・300）

呼吸 ／分　　呼吸困難　　左右差あり（右―・左―）

Ⅲ

皮膚 色（蒼白・普通）　　温度（冷・普通・温）　　状態（湿潤・普通）

血圧 ／　　　　　mmHg：リフィリングタイム　２秒以上・２秒未満

0

Ⅰ

Ⅱ

トリアージタッグイメージ（表） トリアージタッグイメージ（裏） 

※複写式です。１枚目「災害現場用」、２枚目「搬送機関用」、 

３枚目「収容医療機関用」の３枚構成です。 

1-1 ネリマ ハナコ 30 

練馬区豊玉北 12-6-1 03-5984-1211 

ネリマ ネリオ 

ヘイワ ダイ 
4 

○○○中歯科医療救護班 

11 
11 14 

上記の例では、 

“Ⅰ”のため、 

その下までモギる 

12 

○○○中医療救護班 

30 

経過観察中意識消失 

○○○中学校 

12：30 ヘイワ ダイ 

両大腿骨複雑骨折 歯科医師 

既往症：ぜんそく 

20 

90 

125 80 

※トリアージタッグにより、記載項目の配置が異なる場合があり 

ます。 
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  ４ 軽症者手当／調剤・投薬 

(1) 軽症者手当 

    トリアージの結果、軽症（緑色）と判断された方に対して、医師の指

示のもと四師会要員が中心となって応急手当を行います。応急手当を行

う際には、トリアージタッグの記入に加えて、災害用カルテにも同時に

記入します。（様式５） 

医療救護所本部（記録係）の区要員は、軽症者一覧（様式７）の作成

を行います。 

 

 (2) 調剤・投薬 

各医療救護所には、患者約 250 人分を目安として医薬品が備蓄されて 

   います。（→P36 資料編 備蓄医薬品等一覧表） 

薬剤師班は処方箋（様式６）にもとづき、調剤・投薬を行います。医

療救護所の活動を行うための医薬品が不足した場合は、災害対策健康部

へ補充要請を行います。災害対策健康部には、薬剤師会長が医薬品統括

責任者として参集し、医薬品調達に関して練馬区災害医療コーディネー

ター※とともに調整をします。その後、医薬品卸売販売業者に発注し、

直接、医療救護所に医薬品等を納品します。薬剤師班は補充された医薬

品を受け入れたのち、医薬品の管理等を引き続き行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※練馬区災害医療コーディネーター 

 区内に震度６弱以上の大地震が発生した場合、災害医療コーディネー 

ターは災害対策健康部（区役所）に参集し、活動を開始することとしてい

ます。 

 

練馬区災害医療コーディネーターが行う主な業務は以下のとおりです。 

（1）医療救護班等の活動に関する助言および調整を行うこと。 

③発注 

医療救護所 

 

医師 

薬剤師 

 

救護班（要請受け） 

災害医療コーディネーター 

医薬品統括責任者 

医薬品卸売 

販売業者 

①要請 

②助言 

④納品 

災害対策健康部 



15 

（2）医療救護所の開設、運営に関する助言および調整を行うこと。 

（3）医薬品等の確保に関する助言を行うこと。 

（4）傷病者の収容先医療機関の確保に関する助言および調整を行うこと。 

（5）東京都地域災害医療コーディネーター等との連絡調整に関すること。 

（6）その他災害医療に関すること。 

 

  ５ 重症者等処置／搬送 

(1) 傷病者の振分けで歩行ができなかった傷病者については、トリアージ、 

応急手当を経て、災害拠点病院等へ搬送します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 派遣医療チームの要請 

   医療救護所の対応が現状のスタッフでは十分にできない場合、班長また

は統括医は、災害対策健康部または練馬区災害医療コーディネーターに応

援の要請を行います。 

 

【トリアージ】 

 重症者（赤色）、中等症者（黄色）と判断された方々の災害時医療機関へ 

の搬送順位を、重症度や専門治療の必要性により、決定します。 

【災害時医療機関への受入れ要請】 

 班長は、通信担当を通じて災害対策健康部に対して、重症者や中等症者の 

受入れ調整や搬送手段の確保を要請します。 

【搬送】  

 担架、レスキューカーまたは車両を活用し搬送します。区要員、学校要員、 

また、民間救急事業者の協力を得ながら行います。 

【名簿作成】 

重症者（赤色）、中等症者（黄色）の名簿（様式８）を医療救護所本部に

おいて作成し、誰がどこの災害時医療機関へ搬送されたのかをトリアージタ

ッグの１枚目（災害現場用）や搬送者カード（様式９）を用いて記録します。 

【区外への患者移送】 

 区内の災害時医療機関で受入が困難な場合は、災害対策健康部で他区の医

療機関への移送を要請します。 
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６ 医療救護所本部（記録係）運営 

医療救護所本部の主な従事者は、避難拠点要員（区要員）等です。 

まず、ホワイトボード等記入や貼付ができるものを用意します。担当業

務は以下の通りです。 

(1) 用意したホワイトボード等に時系列で出来事を記入していきます。 

 

（例）                          ホワイトボード 

 

時間 発信 受信 内容 備考 

8：00   発災 震度 6強  

10：00 班長 災対本部 医療救護所開設報告  

     

     

 

 

(2) トリアージの際に、剝がし取られるトリアージタッグの１枚目（災害現 

場用）の内容を傷病者受付一覧（様式７、様式８）に転記し、傷病者の受

付と把握をします。転記が終了したトリアージタッグの 1枚目は、ホワイ

トボード等に貼付します。 

(3) 手当が完了した後、軽症者はトリアージタッグ本体と、また重中等症者

は搬送者カード（様式９）と、それぞれ転記した傷病者受付一覧を照合し、

一覧の消込みをします。それにより、傷病者の手当の状況を把握します。 

(4) 消込みが完了したら、貼付されたトリアージタッグの１枚目とトリアー

ジタッグ本体または搬送者カードをひとまとめにして保管します。 
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第4章  医療救護所閉鎖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 医療救護所の閉鎖 

医療救護所は発災直後から概ね 72 時間開設されます。その後、災害対策健

康部の指示に従い、医療救護所は閉鎖します。しかし、区が区災害医療コーデ

ィネーター等と協議し、必要と判断した場合は、被害の大きな地域の医療救護

所にスタッフや医薬品等を集約するなど再編成して継続します。 

その際、72 時間以降の活動（避難拠点等に避難している方々の巡回診療や

健康相談を行う場合も含む）に関しては、区が災害時の医療救護活動について

の協定にもとづき四師会と協議し要員の派遣要請を再度行います。 

 また、傷病者へは、再開した近隣の医療機関（医院、歯科医院、接骨院、薬

局）も案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発災 

医療救護所開設・運営 

 協議（区・医療 Co・四師会） 

概
ね
７
２
時
間 

災害対策健康部へ状況報告 

医療救護所閉鎖 継続運営または巡回診療等 
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第5章  時系列活動表 

四師会の時系列活動表 

 医療救護班 歯科医療救護班 薬剤師班 柔道整復師班 備考 

発
災
直
後
か
ら
参
集
ま
で 

・指定場所へ参集および本部

への報告 

・「区災害医療コーディネー

ター（会長）」の災害対策健

康部への参集 

・医療救護所の開設 

・医療救護班の統括医（医療

職リーダー）を選任 

※医療救護班は参集後直ち

に 72 時間の勤務表（8 時間

交替）を作成する。第一勤務

枠に複数医がいる場合は統

括医を選任する。一人医師の

場合はそのまま統括医にな

る。 

・治療器材の確認 

・指定場所へ参集および本部

への報告 

・医療救護所の開設 

・リーダー選出と役割決め 

・治療器材の確認 

・指定場所へ参集および本部

への報告 

・医薬品統括責任者（会長）

の災害対策本部への参集 

・医療救護所の開設 

・リーダー選出と役割決め 

・備蓄医薬品の確認 

・指定場所へ参集および本部

への報告 

・医療救護所の開設 

・リーダー選出と役割決め 

・衛生材料の確認 

◆震度６弱以上で自動参集。

５強以下であっても区から

の要請があれば参集する。 

◆区災害医療コーディネー

ター（医師会会長、２拠点病

院医師、保健所長）は、上記

条件に従い参集する。 

      

      

  

 
    

      

      



19 

 医療救護班 歯科医療救護班 薬剤師班 柔道整復師班 備考 

超
急
性
期
（
７
２
時
間
ま
で
） 

・医療救護所の運営 

・トリアージの実施 

・傷病者の応急処置 

・傷病者の搬送順位確定と搬

送指示 

・死亡の確認 

・医療救護所の必要に応じた

運営体制の見直し（増員や勤

務交代など）が必要と判断し

た場合、統括医は避難拠点班

長（区職員）へ災対本部への

調整を要請 

 

・医療救護所の運営 

・トリアージの実施 

・口腔内以外の簡易な応急処

置 

・歯科治療を要する傷病者の

応急処置 

・医療救護所の必要に応じた

運営体制の見直し（増員や勤

務交代など） 

・検視・検案の法歯学上協力 

・医療救護所の運営 

・トリアージの実施 

・軽症者の応急処置 

・傷病者に対する調剤・服薬

指導 

・医薬品の供給（区を通じて

薬剤師会、薬業協同組合、医

薬品卸売販売業者に不足し

た医薬品の調達を依頼する） 

・医薬品の仕分けと管理 

・医療救護所の必要に応じた

運営体制の見直し（増員や勤

務交代など） 

・医療救護所の運営 

・トリアージの実施 

人員が不足した場合は、傷病

者振分けを行う 

・医師の指示に従った負傷者

に対する応急手当 

・手当に必要な衛生材料等の

確保と管理ならびに労務の

提供 

・医療救護所の必要に応じた

運営体制の見直し（増員や勤

務交代など） 

◆避難拠点の班長が救護所

の施設管理責任者。 

医療上の運営は、統括医（医

療職リーダー）が責任者とな

る。 

◆災害対策健康部は、収集し

た情報を基に区災害医療コ

ーディネーターの助言を踏

まえ医療救護方針を定める。 

◆災害対策健康部は各情報

を災対本部に報告するとと

もに、医療救護所、四師会、

災害時医療機関等に伝達す

る。 

◆区災害医療コーディネー

ターは、区西北部医療コーデ

ィネーターに伝達し、応援要

請や傷病者の収容・搬送を調

整する。 

◆災害対策健康部は医療ボ

ランティアの受付や救護所

等への派遣を調整する。 

◆区外の派遣医療チームを

要請する。 
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 医療救護班 歯科医療救護班 薬剤師班 柔道整復師班 備考 

急
性
期
（
７
２
時
間
以
降
） 

・医療救護班の再編成または

解散 

・避難拠点等における巡回診

療や定点診療、健康相談等の

実施 

・治療が必要な人には再開し

た近隣の医療機関をあわせ

て紹介 

 

 

・歯科医療救護班の再編成ま

たは解散 

・避難拠点等における巡回診

療や定点診療（歯科治療・衛

生指導）、健康相談等の実施 

・診療が必要な人には再開し

た近隣の歯科医院をあわせ

て紹介 

・検視・検案の法歯学上協力 

 

・薬剤師班の再編成または解

散 

・避難拠点等における巡回診

療や定点診療、健康相談等の

実施 

・必要な人には再開した近隣

の薬局をあわせて紹介 

 

 

・柔道整復師班の再編成また

は解散 

・避難拠点等における巡回診

療や定点診療（応急手当、治

療、リハビリ。マッサージや

ストレッチ等の施術やエコ

ノミークラス症候群の防止

活動など）、健康相談等の実

施 

・必要な人には再開した近隣

の整復師医院をあわせて紹

介 

 

◆災害時の医療救護所への 

四師会からの派遣は 72 時間

で一旦終了する。72 時間以

後の対策が必要な場合は、区

は区災害医療コーディネー

ター、四師会等と協議をす

る。 

◆災害対策健康部は、収集し

た情報を基に区災害医療コ

ーディネーターの助言を踏

まえ医療救護方針を定める。 
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 医療救護班 歯科医療救護班 薬剤師班 柔道整復師班 備考 

そ
の
他 

〔その他の参集〕 

・災害拠点連携医療機関と専

門医療拠点病院へ指定され

た医師会員はそれぞれ参集。 

（P22 災害時医療機関一覧

を参照） 

・災害拠点連携医療機関と専

門医療拠点病院に参集する

医療救護班員の活動は当該

病院長と協議して実施 

 

〔練馬区歯科医師会災害対

策本部の設置〕 

・災害時の歯科活動を統括す

る災害時体制組織を設置 

〔避難拠点・福祉避難所にお

ける活動〕 

・区の保健師等で編成する保

健班が避難所等の歯科情報

を把握し、歯科医師会に診療

の要請。歯科医療救護班は歯

科診療にあたる。 

〔災害時の練馬つつじ歯科

休日急患診療所〕 

・災害時は通常診療を臨時休

止し、「災害時訪問歯科診療

事務局」を設置 

・一般歯科診療所の被災状況

や患者情報を把握 

・在宅療養者等への訪問歯科

診療の提供を実施 

〔身元確認への協力〕 

・遺体安置所となる体育館等

に身元不明遺体が発生した

場合、身元確認班は警視庁の

指示のもと検視の確認作業

に協力 

〔医薬品の調達の流れ〕 

医療コーディネーターおよ

び医薬品統括責任者の判断

のもと 

第一要請先：薬剤師会/薬業

協同組合 

第二要請先：医薬品卸売販売

業者 

第三要請先：東京都 

〔医薬品の搬送体制〕 

医療救護所等に搬送する場

合は、緊急通行車両等の各自

の車両を使い搬送 

物理的に通行不可能の場合

などは、災害対策本部に要請 

 

〔東京都柔道整復師会練馬

支部の災害対策本部設置〕 

・災害時の柔道整復師、会員

を統括する災害時体制組織

を設置 

・各医療救護所の柔道整復師

班から医療救護所情報を把

握 

① 衛生材料の在庫状況 

② 班員の活動状況 

③ 近隣接骨院の開設状況

等 

 

◆各師会は、72 時間の救護

体制が維持できるように、交

代勤務の要員を調整する。 
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第6章 資料編 

  

１ 連絡先一覧 

(1) 区・四師会 

区分 名称 所在地 電話番号 無線番号 

区 
災害対策本部 区役所本庁舎 7 階 - ねりま 100 

災害対策健康部 区役所東庁舎 6 階 5984-4673 ねりま 712 

四師会 

本部 

医師会 高野台 2-23-20 3997-7500 ねりま 861 

歯科医師会 豊玉北 6-5-13 3557-0045 ねりま 353 

練馬つつじ歯科休日急患診療所 区役所東庁舎 3 階 3993-9956  

薬剤師会 富士見台 3-56-3 5848-4450 ねりま 354 

柔道整復師会（植村接骨院） 東大泉 6-50-9 3922-2911 ねりま 351 

 

(2) 災害時医療機関（22医療機関） 

区分 № 名称 所在地 電話番号 無線番号 

災害 

拠点病院 

1 順天堂練馬病院 高野台 3-1-10 5923-3111 ねりま 851 

2 練馬光が丘病院 光が丘 2-11-1 3979-3611 ねりま 871 

災害拠点 

連携 

医療機関 

1 練馬総合病院 旭丘 1-24-1 5988-2200 ねりま 872 

2 浩生会スズキ病院 栄町 7-1 3557-2001 ねりま 873 

3 大泉生協病院 東大泉 6-3-3 5387-3111 ねりま 874 

4 川満外科 東大泉 6-34-46 3922-2912 ねりま 875 

5 田中脳神経外科病院 関町南 3-9-23 3920-6263 ねりま 876 

6 辻内科循環器科歯科クリニック 大泉学園町 8-24-25 3924-2017 ねりま 407 

災害医療 

支援 

医療機関 

1 島村記念病院 関町北 2-4-1 3928-0071 － 

2 保谷医院 南大泉 4-50-15 3924-3258 － 

3 東大泉病院 東大泉 7-36-10 3924-5820 － 

4 関町病院 関町北 1-6-19 3920-0532 － 

5 
練馬さくら病院（旧 東京聖徳病

院） 
北町 3-7-19 3931-1101 － 

6 慈雲堂病院  関町南 4-14-53 3928-6511 － 

7 陽和病院  大泉町 2-17-1 3923-0221 － 

8 豊島園大腸肛門科 春日町 4-6-14 3998-3666 － 

9 阿部クリニック 桜台 2-1-7 3992-1103 － 

10 練馬駅リハビリテーション病院 練馬 1-17-1 3557-2611 － 

11 ねりま健育会病院 大泉学園町 7-3-28 5935-6102 － 

専門医療 

拠点病院 

1 東海病院（透析） 中村北 2-10-11 3999-1131 － 

2 久保田産婦人科病院（産科） 東大泉 3-29-10 3922-0262 － 

3 大泉病院（精神） 大泉学園町 6-9-1 3924-2111 － 
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(3) 透析医療機関（11医療機関） 

№ 名称 所在地 電話番号 

1 高松病院 高松 6-4-23 3997-1171 

2 練馬中央診療所 豊玉北 5-32-8 3991-9655 

3 腎クリニック高野台 高野台 1-3-7 5910-3121 

4 練馬桜台クリニック 豊玉北 4-11-9 5999-0723 

5 優人クリニック 田柄 2-52-10 5383-6760 

6 練馬高野台クリニック 高野台 1-8-15 5372-6151 

7 優人大泉学園クリニック 東大泉 1-28-7 3867-5510 

8 大泉学園クリニック 東大泉 5-40-24 5947-5681 

9 武蔵野総合クリニック練馬 練馬 1-26-1 3993-7015 

10 優人上石神井クリニック 上石神井 1-13-13 5903-3630 

11 石神井公園じんクリニック 石神井町 7-2-5 3995-0725 

 

(4) 医薬品卸売販売業者（７事業者） 

№ 名称 所在地 電話番号 

1 アルフレッサ㈱ 練馬支店 杉並区井草 3-20-5  3301-6011 

2 ㈱スズケン 練馬支店 高野台 2-3-17 5923-0861 

3 東邦薬品㈱ 練馬・板橋営業所 谷原 1-9-3 3997-3211 

4 ㈱メディセオ 練馬支店 向山 1-11-13  5987-0861 

5 酒井薬品㈱ 中野営業所 中野区鷺宮 3-47-1 3337-8021 

6 ㈱バイタルネット 東京中央支店 板橋区泉町 40-1 5916-1800 

7 ㈱マルタケ 東京支店 豊島区南大塚 1-2-7 5976-3200 
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  (5) その他の連絡先 

№ 名称 所在地 電話番号 FAX 番号 無線番号 

1 防災センター 本庁舎 7 階   ねりま１００ 

2 健康推進課（庶務班） 東庁舎 6 階 5984-2482 5984-1211  

3 保健予防課（予防班） 東庁舎 6 階 5984-1017 5984-1211 ねりま７１１ 

4 地域医療課（救護班） 東庁舎 6 階 5984-4673 5984-1211 ねりま７１２ 

5 豊玉保健相談所 豊玉北 5-15-19 3992-1188 3992-1187 ねりま５０１ 

6 北保健相談所 北町 8-2-11 3931-1347 3931-0851 ねりま５０２ 

7 光が丘保健相談所 光が丘 2-9-6 5997-7722 5997-7719 ねりま 309♯2 

8 石神井保健相談所 石神井町 7-3-28 3996-0634 3996-0590 ねりま５０ ３ 

9 大泉保健相談所 大泉学園町 5-8-8 3921-0217 3921-0106 ねりま５０ ４ 

10 関保健相談所 関町東 1-27-4 3929-5381 3929-0787 ね り ま ５ ０ ５ 

11 中村南スポーツ交流センター 中村南 1-2-32 3970-9651 3970-9653   

12 平和台体育館 平和台 2-12-5 5920-3411   

13 上石神井体育館 上石神井 1-32-37 5991-6601 5991-6604   

14 大泉学園体育館 大泉学園町 5-14-24 5905-1161 5905-1166   

15 桜台体育館 桜台 3-28-1 3992-9612 3992-9612  

16 練馬消防署 豊玉北 5-1-8 3994-0119 3994-0480 ねりま８０１ 

17 光が丘消防署 光が丘 2-9-1 5997-0119 5998-2404 ねりま８０ ２ 

18 石神井消防署 下石神井 5-16-8 3995-0119 3995-2168 ね り ま ８ ０ ３ 

19 練馬警察署 豊玉北 5-2-7 3994-0110   ねりま８１ １ 

20 光が丘警察署 光が丘 2-9-8 5998-0110   ねりま８１ ２ 

21 石神井警察署 石神井町 6-17-26 3904-0110 3904-0850 ねりま８１ ３ 
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氏名 所属 参集時間 特記事項

1 ：

2 ：

3 ：

4 ：

5 ：

6 ：

7 ：

8 ：

9 ：

10 ：

避難拠点要員　参集簿

　　　　　　　　　医療救護所

２ 医療救護所の運営様式（様式１～９） 
様式１ 
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氏名 診療所名等 参集時間 特記事項

1 ：

2 ：

3 ：

4 ：

5 ：

6 ：

7 ：

8 ：

9 ：

10 ：

　　　　　　班（　　　　　会）　参集簿

　　　　　　　　　医療救護所

様式２ 
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ＦＡＸ送信先：０３－５９８４－１２１１                医療救護所用 

 

様式３ 

被害状況等報告書 

 

 

練馬区災害対策健康部あて 

 

 

 

 

１ 建物の被害状況 

施設の状況 倒壊  ・  一部倒壊  ・  被害なし 

医療救護所の使用可否 可    ・    不可 

医療救護所の開設 済    ・    未済 

使用できるライフライン 電気  ・  水道  ・  その他（    ） 

使用可能な情報設備 
電話 ・ 防災無線 ・ 電子メール（ＰＣ） ・ 他

（   ） 

 

２ 人的被害（     時現在の傷病者の状況） 

⑴ トリアージの実施状況 

済 未済 計 

人 人 人 

 

⑵ トリアージ実施済者の内訳 

死亡（黒） 重症（赤） 中等症(黄) 軽症（緑） 

人 人 人 人 

 

３ 参集状況 

避難拠点 

要員 

学校 

要員 

運営 

連絡会 

医療 

救護班 

歯科医療 

救護班 
薬剤師班 

柔道 

整復師班 

登録 

看護師 

人 人 人 人 人 人 人 人 

 

４ 不足物資・応援等の要望 

 

 

５ その他報告事項（備考欄） 

 

 

報告日時   年  月  日  時  分 

医療救護所名       学校医療救護所 

報告者氏名  
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発信日時

その他

所属

氏名

要望

課題

意見・報告

通信方法

記録作成者

 　・電話　　・災害伝言ダイヤル　　・電子メール　　・FAX　　・防災無線

　　　　　年　　　月　　　日　　　　　午前・午後　　　　時　　　分

通　信　記　録　票

（発　信　元） （発　信　先）

様式４ 
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様式５ 
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項目は、および必要記入項目です。

M T S H　　　年　　　月　　　日　　　 歳 男　　女

A　気道 □気道の異常有り（□ゴロゴロ音　□閉塞　□狭窄）→次ページ「A　気道の異常」項目へ

□気道開通（正常な発語あり）→下記「B　呼吸」項目へ

B　呼吸 SpO2　　　　％ 呼吸数　　　　回/分

努力様呼吸　□無　/　□有 呼吸音の左右差　□無　/　有（□右＞左　□右<左）

皮下気腫の有無　□無　/　有（□右　□左　□両側）  陥没呼吸　□無　/　□有

異常なければC項へ、異常あれば次ページ「B・Cの異常」項目へ

C　循環　 心拍数　　回/分 血圧　　/　　　mmHg

ショックの徴候　□無　/　有（□冷汗　□血圧低下　□脈の異常）

活動性出血　□無　/　□有

超音波（エコー）検査

胸部X線写真  血胸・気胸　□無　/　有（□右　□左　□両側）

骨盤X線写真  不安定型骨盤骨折　□無　/　□有

異常なければD項へ、異常あれば次ページ「Cの異常」項目へ

D　中枢神経の機能障害　

意識レベル（ＧＣＳ）　　E   　  V        M　　　　合計　　　　　　3

Ｅ 開眼している Ｖ 時・場所・人を正確に言える Ｍ 命令に応じる

呼びかけで開眼する 混乱した会話 痛み刺激を払いのける

刺激で開眼する 不適当な単語 痛みに手足を引っ込める

何をしても開眼しない 無意味な発言 上肢の異常屈曲

  発声なし又は挿管中 四肢の異常伸展

全く動かない

瞳孔径(右　　　mm　左　　　mm)　 対光反射(右　　　　左　　　) 片麻痺(　□無　/　□有)

「切迫 するD」　□無　/　有（□GCS 8点以下、□観察中にGCSで2点以上の低下、□瞳孔不同、

□片麻痺、□クッシング徴候）

異常なければ下記E項へ、異常あれば次ページのD項へ

保温に努め、全身観察　外傷（身体所見）の評価

Cr 圧挫症候群　□無　/　有（□四肢の狭圧、□麻痺、□感覚障害、□ポートワイン尿、□高カリウム血症、

□心電図異常　）

特記事項等（自由記載）

　確認時刻　　　月　　　日　　　時　　　分

＊氏名

E　保温と脱衣　　　　　　体温　　　　　　℃

1

3

2

1



2 4

1 3

2

＊

メディカルID＝西暦生年月日8桁＋性別＋氏名カタカナ上位7桁    例）１９５０年０９月０８日生まれ　男性　トヨトミヒデヨシ⇒　１９５００９０８Mトヨトミヒデヨ

メディカルID M
   F

　     災害診療記録２０１８ 外傷版 （初期評価）（表） 

4 6

3 5

＊生年月日　性別
年齢

5

4





□所見なし

所見有り（□心嚢　□モリソン窩　□脾周囲　□ダグラス窩　□右胸腔　□左胸腔）

＊氏名不詳なら個人特定に役立つ 状況情報を記載 ＊年齢不詳の場合は推定年齢

改訂日：2018/10/31
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項目は、および必要記入項目です。

A　気道の異常　
□口腔内吸引　□エアウェイ
□気管挿管　 （挿管チューブ　内径　　　mm　　　　cm固定　カフ　　　ml）
□輪状甲状靭帯切開　 （気切チューブ　内径　　　mm　カフ　　　ml）

B・Cの異常　
□酸素投与(　　L/分）
□胸腔ドレナージ(□右　□左　□両側　サイズ　　　Fr　吸引圧　　　ｃｍH2O）
□気管挿管（挿管チューブ　内径　　　mm　　　　cm固定　カフ　　　ml）　
□人工呼吸（FIO2　　　　TV　　　ml　換気回数　　　回/分　　PEEP　　　cmH2O)

Cの異常
□圧迫止血　□細胞外液輸液　□心電図モニター
□心嚢穿刺・切開ドレナージ　□胸部X線撮影　□骨盤X線撮影
□骨盤シーツラッピング　□TAE　□外科的治療　□四肢の循環障害

Dの異常　
□酸素投与(　　L/分）
□気管挿管（挿管チューブ　内径　　　mm　　　　cm固定　カフ　　　ml）　
□頭部CT検査

その他の処置

□NG チューブ（　　　Fr　　　　cm固定）　
□動脈ライン（□右　□左　□上肢　□下肢） □末梢血検査 □血液ガス分析
□創傷処置（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□投与薬物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受傷機転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

傷病分類　 □頭頸部（□頭部外傷　□頸部外傷　□頸椎・頚髄損傷）　

□顔面 (□骨折 □眼損傷　□耳損傷 □鼻出血 □口腔損傷）

□胸部（□フレイルチェスト　□肋骨骨折（ □多発 ）　□血胸　□気胸）

□腹部（□腹腔内出血　□腹膜炎（□腹部反跳痛　□筋性防御）　□腎・尿路損傷（□肉眼的血尿）　）　

□四肢と骨盤（□両側大腿骨骨折　□開放性骨折　□脱臼　□切断　□骨盤骨折（□不安定型））　

□体表（□剝皮創　□穿通創　□挫創　□熱傷（□Ⅱ度　□Ⅲ度　面積　　　　％　□気道熱傷有）

□圧挫症候群　□胸・腰椎(髄）損傷　□低体温　□汚染（□化学物質　□放射線）

□その他の傷病名（身体所見）　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

必要な治療・処置

□外科的治療（□緊急手術を要す、□待機的手術を要す）　□輸血　□動脈塞栓術（TAE）　

□創外固定　□直達牽引　□創傷処置　□除染（□化学物質　□放射性物質）

□破傷風トキソイド　□抗破傷風免疫グロブリン　　　   

□その他（　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

診断、特記事項等（自由記載）

メディカルID＝西暦生年月日8桁＋性別＋氏名カタカナ上位7桁    例）１９５０年０９月０８日生まれ　男性　トヨトミヒデヨシ⇒　１９５００９０８Mトヨトミヒデヨ

□尿道バルーンカテーテル　　　Fr

　     災害診療記録２０１８ 外傷版 （緊急処置と外傷評価）（裏）

□末梢ルート①（　　　G　□右　□左　□上肢　□下肢）　　②（　　　G　□右　□左　□上肢　□下肢）

メディカルID M
   F

改訂日：2018/10/31
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※この災害用処方せんは医療救護所内の調剤所用です。 

 

災害用処方せん     

 

 

 

 

 

 

 

 

患 

者 

氏 

 

名 

 男 

・ 

女 

明・大・昭・平・令   年  月  日生 

交付年月日   年  月  日 

 

 

処 

 

 

 

 

 

方 

 

 

 

 

備 

考 

投与日数／１日 ・ ２日 ・ ３日 ・ ４日 ／ 

調剤済 

年月日 
  年  月  日 

調剤した 

薬剤師氏名 

 

薬剤師の所属する 

組織の名称または連絡先 

 

医療救護所の名称 

 

                       

所属する医療機関名称 

 

                 

処方医師氏名 

 

様式６ 
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　　　　　　　　　　学校　医療救護所　　軽症者一覧

０（黒） Ⅰ（赤） Ⅱ（黄）

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

応急手当
収容医療機関名 症状・傷病名 特記事項

実施日時 実施氏名
区分変更電話№ 氏名 年齢 性別 住所

様式７ 
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　　　　　　　　　　学校　医療救護所　　重症者・中等症者一覧

０（黒） Ⅰ（赤） Ⅱ（黄） Ⅲ（緑） 医師 救急救命士 その他

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

トリアージ実施
収容医療機関名 症状・傷病名 特記事項

実施日時 実施氏名
区分変更 実施機関電話№ 氏名 年齢 性別 住所

様式８ 
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搬送者カード

①　医師の診断が終わったら、タグの情報をカードに記入します。

②　患者が待機しているベッドにセロハンテープで張り付け、診察済みであることを周知します。

③　患者が搬送されたら、このカードを記録場所に渡します。

男 ・ 女

４　年齢 才

５　搬送先医療機関名

※　搬送先が決まったら記入します。

済
※　医療機関へこの患者が搬送された場合は

　　　「済」に○を付け、記録場所に渡します。

７　この票の記入者氏名等記入欄


所属：

氏名：

１　トリアージタッグのＮＯ

2　氏名

３　性別

６　搬送済かどうか

様式９ 
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３ 医療救護所配置図  ※光が丘第四中学校医療救護所は平成 31年４月より光が丘秋の陽小学校（光が丘２－１－１）へ指定変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光が丘秋の陽小学校 
大泉西中学校 

谷原中学校 

石神井西中学校 

練馬東中学校 

貫井中学校 

大泉南小学校 

石神井東中学校 

開進第三中学校 

旭丘中学校 

39 
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４ 備蓄医薬品等一覧表 

No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

BC 診 断 用 具 ＢＣ－２００１－ＳＴ３－ＤＸ

1 聴 診 器 リットマン型ＤＸ 個 １ ４

2 〃 　　　　〃　　　ＳＴ 〃 ３ ４

3 血 圧 計 電子式 〃 １ 電池２

4 〃 携帯用 〃 ３ ４

5 打 診 器 米式 〃 ４

6 バ イ ト ス テ ッ ク 板状舌圧子 〃 ４ ○

7 体 温 計 電子式 〃 １ 電池２

8 〃 平型（水銀） 〃 ３

9 ペ ン ラ イ ト 携帯用 〃 ４ 電池２

10 懐 中 電 灯 単二２個用 〃 ４ 電池２

11 メ ジ ャ ー ２ｍ　ロータリー 〃 ４

BC 識 別 連 絡 用 具 ＢＣ－２０１０－１００／３００

12 連 絡 カ ー ド 救急用 枚 ３００ ６

13 ボ ー ル ペ ン 黒 本 １０ ２

14 識 別 バ ン ド 赤・黄・緑 〃 ３００ ４

15 サ イ ン ペ ン 赤・黒 〃 各１０ ２

16 メ モ 用 紙 救急用 冊 １０ ６

Ｂ Ｃ 蘇 生 用 具 ＢＣ－２０２０－ＤＸ－３－ＳＤ

17 デ マ ン ド 蘇 生 器 ＤＲ－３００ 台 １ 書替２

18 手 動 式 人 工 蘇 生 器 成人用　ＡＢ－０１ 組 ２

19 〃 新生児用　ＩＢ－０１ 〃 １

20 人工呼吸用マウスシ ート レサシエード（ＰＯＲＴＥＸ） 個 ４ ２

21 蘇 生 チ ュ ー ブ 口対口 〃 ３

22 エ ア ウ エ イ 経口用 〃 ９

23 〃 経鼻用 〃 ９ ○ ２

24 清 浄 綿 ２５包入り 包 ２ ○ ２

BC 吸 引 用 具 ＢＣ－２０３０－ＤＸ３－ＳＤ

25 吸 引 器 足踏式 個 １

26 〃 手動式 〃 ３

27 サ ク シ ョ ン カ テ ー テ ル Ｆｒ１２，１４，１８ 本 各３ ○ ２

28 〃 コ ネ ク タ ー ３ｍ／ｍ、５ｍ／ｍ 〃 ４ ○ ６

29 ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル 外径３ｍｍ，４ｍｍ，５ｍｍ 〃 各６ ○ ２

30 バ ル ン カ テ ー テ ル カフ付 〃 ３ ２

１号

医療資材7点ｾｯﾄ滅菌詰替品目一覧表

規 格　／　仕 様品　　　　　　　名

診

断

用

具

識

別

連

絡

用

具

蘇

生

器

用

具

吸

引

器

用

具
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No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

BC 気 管 挿 管 用 具 ＢＣ－２０４０－ＤＸ３

31 喉 頭 鏡 成人用 組 ２ 電池２

32 〃 小児用 〃 １ 電池２

33 気 管 内 チ ュ ー ブ 内径７ｍｍ，８ｍｍ，９ｍｍ 本 ６ ○ ２

34 〃 小児用 〃 ３ ○ ２

35 ス タ イ レ ッ ト 大・小 〃 ２ ○

36 マ ギ ル 鉗 子 ステンレス 本 １

37 舌 鉗 子 コラン氏式 〃 ３ ○

38 開 口 器 エルマル式 個 ３ ○

39 バ イ ト ブ ロ ッ ク 大・小 〃 ６ ○ ６

40 カ フ ポ ン プ ２０ｍｌ 〃 １

41 カ フ シ リ ン ジ ３０ｍｌ 〃 １

42 チ ュ ー ブ 鉗 子 ステンレス 本 １

43 サ ー ジ カ ル テ ー プ ５０ｍｍ×９ｍ 巻 ６ ２

44 舌 圧 子 板状 枚 ６ ○

45 バ イ ト ス テ ィ ッ ク 板状舌圧子 個 ３ ○

BC 気 管 切 開 用 具 ＢＣ－２０５０－ＳＴ３－ＤＸ

46 気 管 切 開 セ ッ ト ※ ＢＣ－２０５２－ＤＸ 組 １ ○

47 気 管 切 開 チ ュ ー ブ 成人用 個 ３ ○ ２

48 〃 小児用 〃 ３ ○ ２

49 ト ラ ヘ ル パ ー セット 〃 ３ ○ ２

50 カ フ シ リ ン ジ ３０ｍｌ 〃 １

51 注 射 器 ５ｍｌ，１０ｍｌ 本 ８ ○ ２

52 サ ー ジ カ ル テ ー プ ５０ｍｍ×９ｍ 巻 ８ ２

BC 外 科 用 具 ＢＣ－２０６０－０ＤＸ３－ＤＸ４

53 縫 合 切 開 セ ッ ト ※ ＢＣ－２０６０－ＤＸ 組 ４ ○

54 外 科 ホ ル ス タ ー セ ッ ト ※ ＢＣ－２０６１－０ＤＸ 〃 ３ ○

55 注 射 器 ２．５ｍｌ　針付 本 ２５ ○ ２

56 〃 ５ｍｌ　針付 〃 ３０ ○ ２

57 〃 １０ｍｌ　　針付 〃 ２０ ○ ２

58 〃 ２０ｍｌ　針なし 〃 １５ ○ ２

59 〃 ３０ｍｌ　針なし 〃 １０ ○ ２

60 注 射 針 ２１Ｇ 〃 １５ ○ ２

61 〃 ２３Ｇ 〃 １５ ○ ２

62 駆 血 帯 マジックテープ 〃 ５ ２

63 シ ャ ー レ ステンレス 枚 ３

64 膿 盆 ステンレス 〃 ３

65 消 毒 パ ッ ト ステンレス 〃 ２

２号
規 格　／　仕 様品　　　　　　　名

気

管

挿

管

用

具

気

管

挿

管

用

具

気

管

切

開

用

具

外

科

用

具
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※セット品の内容物については、P46 参照。 

 

 

 

 

No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

BC 輸 液 用 具 ＢＣ－２０７０－ＤＸ３０－Ｆ１０

66 輸 血 セ ッ ト ディスポ 個 １０ ○ ２

67 輸 液 セ ッ ト 〃 〃 ２０ ○ ２

68 輸 液 セ ッ ト 小 児 用 〃 〃 ６ ○ ２

69 翼 付 針 １８，２１，２３Ｇ 本 ３０ ○ ２

70 静 脈 留 置 針 チューブ付 〃 ２０ ○ ２

71 カ テ ラ ン 針 ２３Ｇ 〃 ２０ ○ ２

72 点 滴 用 副 子 ３号 個 ３ ２

73 S 字 フ ッ ク 輸液用 個 １０

74 輸 液 ロ ー ブ 輸液用 本 １ ６

75 チ ュ ー ブ 鉗 子 ステンレス 〃 １

BC 静 脈 切 開 用 具 ＢＣ－２０８０－ＤＸ３

76 静 脈 切 開 セ ッ ト ※ ＢＣ－２０８２－ＤＸ 組 ３

BC 薬 品 ス ペ ー ス ＢＣ－２０９０－ＤＸ２

77 瓶 立 ＢＣ－ＢＫ－ＤＸ 個 １

BC 調 剤 用 具 ＢＣ－２１００－ＳＴ３

78 薬 匙 三ツ組 個 １

79 軟 膏 ベ ラ 中 〃 ３

80 液 量 計 小 〃 １

BC 眼 科 用 具 ＢＣ－２１１０－ＤＸ３０－ＳＤ

81 眼 科 治 療 セ ッ ト ※ ＢＣ－２１１１－ＳＤ 組 １ ○

82 眼 帯 ガーゼ付 個 ３０

83 洗 眼 瓶 １００ｃｃ 〃 ３ ４

84 受 水 器 ステンレス 〃 ３

BC 耳 鼻 科 用 具 ＢＣ－２１２０－ＤＸ３－ＳＤ

85 耳 鼻 科 治 療 セ ッ ト ※ ＢＣ－２１２１－ＳＤ 組 １ ○

86 額 帯 鏡 ＢＣ－ＳＴ 個 １

87 舌 鉗 子 コラン氏 〃 ３ ６

88 噴 霧 器 ＢＣ－ＤＸ 〃 １

89 二 連 球 Ｎｏ．６ 〃 １ ２

規 格　／　仕 様品　　　　　　　名

耳

鼻

科

用

具

３号

静

脈

切

開

調

剤

用

具

眼

科

用

具

気

管

挿

管

用

具

薬

品

ス

ペ

ー

ス
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No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

BC 婦 人 科 用 具 ＢＣ－２１３０－ＤＸ３

90 臍 帯 ク リ ッ プ ディスポ 個 ６ ２

91 臍 帯 剪 刀 ステンレス 本 １ ○

92 分 娩 バ ッ ク ディスポ 組 ３ ○ ２

BC 雑 品 消 毒 用 具 ＢＣ－２１４０－ＳＤ７

93 手 洗 ブ ラ シ 台付 個 １

94 石 け ん ミューズ　固形 〃 １ ６

95 携 帯 用 消 毒 器 煮沸 〃 １

96 固 形 燃 料 中 〃 １ ２

97 麦 粒 鉗 子 ステンレス 本 １

98 水 筒 ＧＩ型 個 ２

99 水 桶 折りたたみ 〃 ２

100 タ オ ル 白 枚 ７ ６

101 シ ー ツ ＢＣ　ビニール 〃 ７ ○ ２

102 レ ス キ ュ ー シ ー ト 救急アルミックシート 〃 ７ ○ ４

103 カ ン テ ラ 折りたたみランタン 個 １

104 ロ ー ソ ク ライター付 〃 ７ ４

４号
規 格　／　仕 様品　　　　　　　名

婦
人
科
用
具

雑
品
消
毒
用
具

No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

105 寝 袋 ３シリーズ 個 １ ６

106 手 術 衣 セ ッ ト 不織布 組 ７ ６

107 手 術 手 袋 各サイズ 双 ４２ ○ ２

108 サ ー チ ラ イ ト 単一　６個用 個 ２ 電池２

品　　　　　　　名 規 格　／　仕 様

５号

雑

品

消

毒
用

具
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No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

BC 包 帯 材 料 用 具 ＢＣ－２１５０－ＳＤ３００

109 救 急 絆 Ｓ，Ｍ，Ｌサイズ 箱 ３ ２

110 滅 菌 ガ ー ゼ サージカルドレッシング 枚 ２００ ○ ６

111 綿 棒 ５０本入 包 ３ ４

112 清 浄 綿 ２５包入り 〃 ３ ○ ２

113 三 角 巾 １０５×１０５×１０５ 枚 ３０ ○ ６

114 耳 付 包 帯 ３裂×３ 本 １１ ６

115 〃 ４裂×４ 〃 １０ ６

116 〃 ５裂×５ 〃 ９ ６

117 サ ー ジ カ ル テ ー プ １２ｍｍ×９ｍ　２４巻入り 箱 ３ ２

118 〃 ５０ｍｍ×９ｍ　６巻入り 〃 ３ ２

119 ネ ッ ト 包 帯 手指用 〃 ７ ６

120 〃 頭部（肩、胸）用 〃 ７ ６

121 弾 性 包 帯 ５ｃｍ 個 ７ ４

122 〃 ７．５ｃｍ 〃 ７ ４

123 〃 １０ｃｍ 〃 ７ ４

124 雑 剪 刀 ステンレス 本 ３

125 エ コ ノ シ ア ー ズ 万能バサミ（ＢＣ－２０２０ＥＳ） 〃 １

126 リ ン グ カ ッ タ ー Ｕ・Ｓ・Ａ 〃 １

規 格　／　仕 様品　　　　　　　名

包
帯
材
料
用
具

６号
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No. 区分 単位 数量 殺菌 有効

BC 止 血 用 具 ＢＣ－２１７０－Ｄ×１０

127 三 角 巾 １０５×１０５×１０５ 枚 １０ ○ ６

128 止 血 棒 救急用 本 １０

129 止 血 帯 マジックテープ 〃 ４ ２

130 傷 票 白 枚 １０ ６

131 ボ ー ル ペ ン 黒 本 １ ２

BC 骨 折 固 定 用 具 ＢＣ－２１８０－ＳＤ１０

132 ア ル ミ シ ー ネ 手指用 枚 ２１ ４

133 板 状 副 木 上肢用 〃 １４

134 針 金 副 子 下肢用 〃 ６

135 エ ア シ ー ネ 四肢用 〃 ３ ４

136 ソ フ ト シ ー ネ 下肢用 〃 ６ ４

137 巻 軸 包 帯 手指用 巻 ４ ６

138 三 角 巾 １０５×１０５×１０５ 枚 ４９ ○ ６

139 ペ ン チ 副子用 個 １

７号
規 格　／　仕 様品　　　　　　　名

止
血
用
具

骨
折
固
定
用
具
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※セット品内容物 

No. 区分 品名 規格／仕様 単位 数量 

４６ 気管切開セット 

持針器 16cm 本 １ 

コッヘル鉗子 14.5cm 有鈎 本 ２ 

ペアン鉗子 14.5cm 無鈎 本 ２ 

直剪刃 14cm 本 １ 

曲剪刃 14cm 本 １ 

ピンセット 13cm 有鈎 本 １ 

ピンセット 13cm 無鈎 本 １ 

メス 円刃刀 本 １ 

メス 尖刃刀 本 １ 

針付縫合糸  外科針ｼﾙｸﾌﾞﾚｰﾄﾞ 本 ３ 

単鋭鈎 17cm 本 ２ 

扁平鈎 5×17cm 本 ２ 

注射器 針付 10ml 本 １ 

注射器 針付 5ml 本 １ 

注射針 ディスポ 23G 本 １ 

カテラン針 ディスポ 23G 本 １ 

滅菌ガーゼ ｻｰｼﾞｶﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 枚 １０ 

穴明布 白 枚 １ 

手術手袋 7 号、7.5 号 双 各１ 

５３ 縫合切開セット 

持針器 16cm 本 １ 

コッヘル鉗子 14.5cm 有鈎 本 ４ 

ペアン鉗子 14.5cm 無鈎 本 ４ 

モスキート鉗子 曲 無鈎 本 １ 

直剪刃 14cm 本 １ 

曲剪刃 14cm 本 １ 

ピンセット 13cm 有鈎 本 ２ 

ピンセット 13cm 無鈎 本 ２ 

外科ゾンデ 18cm 本 １ 

外科ゾンデ 有溝 本 １ 

メス 円刃刀 本 ２ 

メス 尖刃刀 本 ２ 

縫合糸 シルクブレード 30 本 １０ 

縫合糸 シルクブレード 20 本 １０ 

縫合糸 シルクブレード 1 本 １０ 

縫合針 外科強 1 本 １０ 

縫合針 外科強 3 本 １０ 
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No. 区分 品名 規格／仕様 単位 数量 

５３ 縫合切開セット 

縫合針 外科強 5 本 １０ 

針付縫合糸 外科針ｼﾙｸﾌﾞﾚｰﾄﾞ 本 １０ 

扁平鈎 5×17cm 本 ２ 

注射器 針付 10ml 本 １ 

注射器 針付 5ml 本 １ 

注射針 ディスポ 23G 本 １ 

カテラン針 ディスポ 23G 本 １ 

滅菌ガーゼ ｻｰｼﾞｶﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 枚 １０ 

穴明布 白 枚 １ 

三角巾 105×105×150 枚 １ 

手術手袋 7 号、7.5 号 双 各１ 

５４ 
外科ホルスター 

セット 

持針器 16cm マッチュー 本 ２ 

コッヘル鉗子 14.5cm 有 本 １ 

ペアン鉗子 14.5cm 無 本 １ 

直剪刃 14cm 本 １ 

ピンセット 13cm 無 本 １ 

ピンセット トゲ抜兼用 本 １ 

外科ゾンデ 15cm 本 １ 

外科ゾンデ 15cm 有 本 １ 

替刀メス 円刀尖刀 枚 ２ 

メスホルダー No3 本 １ 

針付縫合糸 外科針ｼﾙｸﾌﾞﾚｰﾄﾞ 枚 ３ 

単鋭鈎 17cm 本 １ 

滅菌ガーゼ ｻｰｼﾞｶﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 枚 ５ 

７６ 静脈切開セット 

持針器 16cm マッチュー 本 １ 

コッヘル鉗子 14.5cm 有鈎 本 ２ 

ペアン鉗子 14.5cm 無鈎 本 １ 

モスキート鉗子 曲 無鈎 本 １ 

曲剪刃 14cm 本 １ 

ピンセット 13cm 有鈎 本 １ 

ピンセット 13cm 無鈎 本 １ 

メス 尖刃刀 本 １ 

針付縫合糸 外科針ｼﾙｸﾌﾞﾚｰﾄﾞ 本 ３ 

二双鈎 鈍鈎 本 ２ 

注射器 針付 10ml 本 １ 

注射器 針付 5ml 本 １ 

注射針 ディスポ 23G 本 １ 
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No. 区分 品名 規格／仕様 単位 数量 

７６ 静脈切開セット 

カテラン針 ディスポ 23G 本 １ 

滅菌ガーゼ ｻｰｼﾞｶﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 枚 １０ 

穴明布 白 枚 １ 

手術手袋 7 号、7.5 号 双 各１ 

８１ 眼科治療セット 

眼帯 ガーゼ付き 個 ２ 

開眼器 デスマル 本 ２ 

点眼棒 色分 本 ３ 

点眼瓶 ケース入 個 ３ 

眼科ケース   個 １ 

８５ 耳鼻科治療セット 

舌圧子 板状 枚 ２ 

鼻鏡 ハルトマン 本 １ 

耳鏡 3 ツ組 本 ３ 

咽頭捲綿子 ハルトマン 本 １ 

耳鼻捲綿子 ルツエ 本 ３ 

耳鼻用ピンセット 無鈎 本 １ 

鼻用消息子 銀先 本 １ 

咽頭鏡 3 ツ組 本 ３ 
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備蓄医薬品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 区分 品名 容量 単位
数量※

（）は石東、光四中
ＲＳ

1 5%ヒビテン液 ５００ｍｌ 本 ２

2 消毒用エタノール ５００ｍｌ 本 ４

3 イソジンスクラブ液7.5% ５００ｍｌ 本 ２

4 オキシドール ５００ｍｌ 本 ２

5 ウエルパス手指消毒液0.2％ ５００ｍｌ 本 １

6 次亜塩素酸ナトリウム ５００ｍｌ 本 １

7 ソセゴン注15mg 管 ４０

8 ネオフィリン注250mg 管 １５０

9 ボルタレンサポ25mg 個 １５０（２５０） ○

10 アンヒバ坐剤小児用100ｍｇ 個 ３００（４５０） ○

11 ロキソニン錠60ｍｇ 錠 ６００（９００） ○

12 カロナール錠200ｍｇ 錠 １，８００（３，０００） ○

13 セルタッチパップ70 枚 ７００ ○

14 デパス錠0.5ｍｇ 錠 ３００（８００） ○

15 レンドルミンD錠0.25mg 錠 １００ ○

16 フェノバール注10% 管 ２０

17 インテバン坐薬50 個 ５０

18 バファリンＡ 錠 ８０

19 ブスコパン錠10mg 錠 ４００

20 アタラックスP注 管 ２０

21 アトロピン硫酸塩注 管 ２０

22 ソル・コーテフ注100mg 瓶 １０

23 ラシックス注20mg 管 ２０

24 ラシックス錠20ｍｇ 錠 １００ ○

25 バイアスピリン錠100ｍｇ 錠 １００ ○

26 テラプチク静注45mg 管 ６０

27 テラプチク筋注30mg 管 ２０

強

心
・

利

尿

抗

血
小

板

剤

鎮

痛

・
鎮

静

剤

消

毒
液

( )は石東中、秋陽小 
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No. 区分 品名 容量 単位
数量※

（）は石東、光四中
ＲＳ

28 キシロカイン注1% 管 ２０

29 キシロカイン注ポリアンプ1% 管 １０

30 キシロカイン注ポリアンプ2% 管 ２０

31 キシロカインゼリー2% 本 ４

32 アドナ注（静脈用）50mg 管 ２０

33 トランサミン注10% 管 ２０

34 ノルアドレナリン注1mg 管 ２０

35 プロタノールL注0.2mg 管 ２０

36 エホチール注10mg 管 ２０

37 ボスミン注1ｍｇ 管 １０

38 ブドウ糖注5%PLフソー ５００ｍｌ 本 ４

39 生理食塩液バッグフソー ５００ｍｌ 本 ４

40 ラクトリンゲル液 ５００ｍｌ 本 ４

41 ラクテック注 ５００ｍｌ 袋 ２０

42 生理食塩液「ヒカリ」 １００ｍｌ 本 １００

43 ゲンタシン軟膏0.1% 本 ２０（３０） ○

44 セフゾン細粒小児用10% 包 １２０ ○

45 フロモックス錠100ｍｇ 錠 １００ ○

46 ビオフェルミンR錠 箱 ６

47 ナウゼリン錠10ｍｇ 錠 ６００ ○

48 タケプロンOD錠15ｍｇ 錠 １００ ○

49 ラキソベロン内用液0.75% 本 １０ ○

50 グリセリン浣腸液（50%・60ｍｌ） 本 １０ ○

51 サルタノールインヘラー100µg 箱 ５

52 シムジコートタービュヘイ ラ ー30吸引 箱 １０

53 メプチン錠50µｇ 錠 １００ ○

消
化
器
官
用
剤

呼
吸
器
官

用
剤

止
血
麻
酔
剤

血
圧
昇
圧
剤

抗
菌
剤

補
液
剤

( )は石東中、秋陽小 
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No. 区分 品名 容量 単位
数量※

（）は石東、光四中
ＲＳ

54 ノルバスク錠2.5ｍｇ 錠 １００ ○

55 ニトロール錠5mg 錠 ２００

56 ニトロペン舌下錠0.3mg 錠 １００

57 フランドルテープS 枚 １５０ ○

58 クラビット点眼液0.3mg 本 ５ ○

59 タリビット眼軟膏3.5ｇ 本 １０ ○

60 メジコン錠15ｍｇ 錠 １００ ○

61 PL配合顆粒 包 ５００（１，０００） ○

62 セレスタミン配合錠 錠 １００（２００）

63 タリビット眼軟膏0.3% 本 １０

64 白色ワセリン ５００ｇ 個 １

65 ソルベース ５００ｇ 個 １

66 ｿﾌﾗﾁｭｰﾙ貼付剤10cm 枚 １００

67 クロマイＰ軟膏 本 １０

68 リンデロンVG軟膏0.12% 本 １０ ○

69 シップ固定用粘着シート 枚 ２０００

70 サランラップ 本 ２０

71 ニトリル手袋 双 １５０

72 酸素ボンベ（の検査） １５００ℓ 本 ３

73 精製水 滅菌１０００ｍｌ 本 １０

内
・
外
用
剤

血
管
拡
張
剤

そ
の
他

眼
科

用
剤

( )は石東中、秋陽小 


